
◆調査事項・調査期間・調査地

○曽於市秋季畜産品評会
　・令和７年９月２日（火）１日間
　・曽於中央家畜市場

○曽於地区秋季畜産共進会
　・令和７年９月 11 日（木）１日間
　・曽於中央家畜市場

曽於市秋季畜産品評会は、曽於市畜産振興協議会主催で末吉地区８月29日、大隅地区９月
２日、財部地区９月３日にそれぞれ開催され、産業建設常任委員会では大隅地区の品評会を調
査しました。
地区別の出品頭数は、末吉地区 53 頭、大隅地区 23 頭、財部地区 25 頭で、曽於地区秋

季畜産共進会への出品牛が 37 頭選考されました。

曽於地区秋季畜産共進会は、そお鹿児島農協とあおぞら農協の共催で、旧曽於郡８町から
出品された95 頭で競われました。
審査の結果、本市関係分においては、全ての出品種目において上位入賞を果たし、鹿児島

県畜産共進会への出品牛 14 頭のうち、本市から10 頭が選考されました。
出品牛全体の種雄牛別では、梅

うめはなふく

華福 24 頭（25.3％）、秀
ひでさちふく

幸福 16 頭（16.8％）、夏
な つ ゆ り

百合 12 頭
（12.6％）、が出品頭数の54.7％を占めています。
子牛価格は去勢の平均が約 70 万円、雌の平均が約 60 万円と上がってきていますが、相場

が安定していません。
畜産農家にとっては依然として厳しい経営環境でありますが、今後も畜産振興に邁進されること

を期待します。

産業建設常任委員会

委員会調査リポート
各委員会が所管する市の事務について行った所管事務調査について報告します。

曽於市議会では定例会・臨時会の様子を、インターネットによる
ライブ中継や、録画配信を行っています。
スマートフォンやタブレット端末から視聴できます。

アクセスはこちら▶

曽於地区秋季畜産共進会

22曽於市議会だより　№82　令和７年10月31日発行 22


